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☆ 

第
８
回
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

日
時 

12
月
18
日(

日) 

午
後
一
時
半
か
ら
午
後
四
時
半 

 

内
容(

概
要) 

 
 

「
青
垣
古
文
の
会
」
に
よ
る
活
動

説
明
、
古
文
書
解
説
・鑑
賞
の
後
、

「
脇
本
陣
」
・「
高
座
神
社
」
、
そ
れ

ぞ
れ
、現
地
に
て
、
特
徴
や
歴
史
財

産
等
の
解
説
等
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

☆ 

一
月
例
会 

日
時 

１
月
14
日(

土) 

午
前
十
時
～ 

会
場 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー 

会
場
準
備
係(

敬
称
略) 

岡
田
康
雄
、岡
田
君
代
、
塩
見
義
則 

 ☆ 

新
年
会(

参
加
申
込
会
員) 

日
時 

１
月
14
日(

土) 

午
後
十
二
時
半
～ 

会
場 

柏
原
町 

「
和
さ
び
」 

◎ 

駐
車
場
は
柏
原
自
治
会
館
、
若

し
く
は
「
和
さ
び
」 

    

 

☆ 

二
月
例
会 

日
時 

２
月
11
日(

土) 

午
前
十
時
～ 

会
場 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー 

会
場
準
備
係(

敬
称
略) 

芝
本
満
、森
田
尚
典
、小
島
典
夫 

 ☆ 

「
生
涯
学
習
・市
民
活
動
実
践
グ
ル
ー

プ
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
２
０
１
７
」 

日
時 

２
月
11
日(

土) 
午
後
一
時
半
～
四
時
半 

会
場 
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー 

内
容 

開
会
あ
い
さ
つ(
川
口
代
表) 

講
演
会(

１
時
40
分
～
2
時
40
分) 

(

兵
庫
県
公
民
館
連
合
会
会
長) 

講
師:

萬
浪 

佳
隆
氏 

休
憩 

会
場
模
様
替
え 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン(

2
時

50
分
～
4
時
20
分)

 

 
(

途
中
休
憩
10
分 

会
場
質
問) 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

岸
孝
明 

パ
ネ
ラ
ー
５
名 

 

連
絡
・閉
会 

(

4
時
20
分
～
4

時
30
分) 

参
加
者 

市
内
居
住
者
、在
勤
者 

参
加
料(

資
料
代)

一
人
３
０
０
円 

後
援 

 

丹
波
市
・丹
波
市
教
委 

兵
庫
県
丹
波
県
民
局
、 

丹
波
新
聞
社 

F

M

8

0

5 

た
ん
ば 

詳
細
は
一
月
例
会
で
募
集
チ
ラ
シ

配
布
予
定
で
す
。 

ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
、
な
お

受
付
・展
示
業
務
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
中
、申
込
は
岸
孝
明
ま
で 

 

◎ 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答
依
頼 

古
文
書
の
学
習
方
法
等
に
つ
い
て

個
人
を
特
定
し
な
い
形
で
集
約
し
て

皆
さ
ん
の
参
考
に
な
る
よ
う
、
か
わ

ら
版
に
掲
載
予
定
で
す
。
十
一
月
の

茶
話
会
に
回
答
し
て
戴
い
て
い
な
い

方
も
、是
非
、ご
回
答
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
自
主
的
研
究
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
て
共
同
研
究
し
て
み
た
い
テ
ー

マ
が
あ
り
ま
し
た
ら
記
入
し
て
回
答

く
だ
さ
い
。(

回
答
は
岸
ま
で)

 

 

◎ 

三
月
例
会
の
会
場
変
更 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー
が
確
定
申
告

の
会
場
と
な
る
事
が
決
定
済
み
で

す
。
他
会
場
へ
の
変
更
不
可
避
で
す

が
、現
在
、場
所
未
定
で
す
。 

 

★ 

平
成
２
９
年
度
古
文
書
倶
楽
部 

新
規
会
員
募
集
始
ま
る
。 

１
月
１５
日(

日]

記
者
発
表
・公
表 

左
記
要
領
に
て
、
募
集
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
お
友
達
・知
人
等
で
、
古
文

書
に
興
味
・関
心
を
持
た
れ
て
い
る

方
に
お
伝
え
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。 

・ 

申
込
方
法 

各
住
民
セ
ン
タ
ー
備
付
け
の
申
込

書
、
ま
た
は
電
話
連
絡
等(

氏
名
・住

所
・電
話
番
号)

に
よ
り
、
当
倶
楽
部

役
員
宛
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

・ 

申
込
〆
切 

平
成
29
年
２
月
15
日
（
水
） 

・ 

対
象
者 

原
則
と
し
て
、
市
内
在
住
、在
勤
の

方
（年
齢
制
限
な
し
） 

・ 

募
集
人
数 

 
 

２
０
名
程
度 

・ 

月
例
会 

原
則
、
毎
月
第
２
土
曜

日
の
午
前
十
時
～
十
二
時 

場
所 

柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー 

・ 

29
年
度 

講
座
開
始
日 

 
 

平
成
29
年
4
月
8
日(

土) 

・ 

講
師 

 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究

科
特
命
講
師 

木
村 

修
二
氏 

・ 

年
会
費(

予
定) 

 

５
，０
０
０
円 

・ 

申
込
・問
合
せ
先
電
話
番
号 

０
８
０-

５
３
５
５-

２
３
０
１ 

丹
波
古
文
書
倶
楽
部
代
表 

川
口
利
和 

 
 
 
 
 
 

    

  
事

務

連

絡
(

高

札

場

)
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◆ 
西
脇
市
黒
田
庄
町 

三
軒
家
満
成
こ
と
芝
本 

満 

「
古
文
書
へ
の
思
い
」 

昨
年
春
に
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
会
員
募
集
記
事
を
見
て
、
丹
波

地
域
外
な
の
で
ど
う
か
な
、
と
思
い

な
が
ら
代
表
の
川
口
さ
ん
に
電
話

を
す
る
と
、
入
会
で
き
る
と
の
お
返

事
を
い
た
だ
き
昨
年
四
月
か
ら
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

私
の
古
い
家
が
お
寺
か
ら
下
三

軒
目
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
三
軒
家

満
成
と
自
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
対

外
的
に
は
初
め
て
の
使
用
に
な
り

ま
す
。 

合
併
前
の
黒
田
庄
町
役
場
で
は
、

専
門
職
員
が
不
在
の
た
め
教
育
委

員
会
の
一
般
事
務
職
員
が
文
化
財

担
当
を
兼
ね
て
い
ま
し
た
。 

も
と
も
と
歴
史
に
は
興
味
が
あ

り
ま
し
た
が
、
た
ま
た
ま
人
事
異
動

で
そ
の
兼
務
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
黒
田
庄
町
内
の
歴
史
愛
好
家

の
方
た
ち
と
も
知
り
合
う
こ
と
が

で
き
、
黒
田
庄
の
歴
史
を
学
ぶ
会
を

平
成
十
五
年
に
結
成
し
、
以
後
そ
の

事
務
局
と
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。 

そ
の
当
時
か
ら
黒
田
庄
町
史
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
黒
田
家
系
図
（
黒

田
集
落
所
有
）や
黒
田
官
兵
衛
に
興

味
を
持
ち
、
平
成
十
六
年
に
早
期
退

職
し
て
か
ら
は
、
姫
路
市
内
で
開
催

さ
れ
た
黒
田
家
に
関
係
す
る
講
演

会
や
展
示
に
時
々
出
か
け
資
料
や

情
報
を
収
集
し
ま
し
た
。
私
の
目
標

は
、
「
福
岡
藩
黒
田
家
と
黒
田
庄
町

と
の
か
か
わ
り
」
を
文
献
等
に
よ
り

調
べ
、
少
し
で
も
明
ら
か
に
し
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。 

私
が
所
属
す
る
姫
路
市
の
グ
ル

ー
プ
の
目
標
の
一
つ
で
あ
っ
た
黒
田

官
兵
衛
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化

は
、
予
想
よ
り
早
く
平
成
二
十
六
年

に
実
現
し
、
そ
の
前
後
に
は
新
た
な

関
係
史
料
が
各
地
で
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
黒
田
庄
に
言
及
さ

れ
た
も
の
は
な
い
に
等
し
い
状
態

で
す
。 

近
隣
（
特
に
丹
波
地
域
）
に
少
し

で
も
関
係
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な

い
か
、
と
思
い
な
が
ら
も
古
文
書
を

読
め
な
い
の
で
は
、
前
に
す
す
め
な

い
と
思
い
、
入
会
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
予
想
以
上
に

解
読
は
難
し
く
予
習
し
て
も
全
く

読
め
な
い
文
字
が
あ
り
、
本
当
に
読

め
る
よ
う
に
な
る
の
か
と
不
安
に

思
う
こ
の
ご
ろ
で
す
。 

古
文
書
が
解
読
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
地
元
に
か
か
わ
る
古
文
書

（
小
西
池
家
文
書
等
）
や
近
隣
の
古

文
書
を
少
し
で
も
読
み
進
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
週
四
日
半
日
だ
け
で
す

が
、
黒
田
庄
地
区
ま
ち
づ
く
り
住
民

会
議
の
あ
つ
ま
っ
亭
事
務
局
と
し

て
、
西
脇
市
か
ら
指
定
管
理
を
受
け

た
黒
田
庄
交
流
拠
点
施
設
（
JR
黒

田
庄
駅
舎
）「
あ
つ
ま
っ
亭
」
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。 

仕
事
以
外
で
は
、
他
に
「
黒
田
の

里 

官
兵
衛
ま
つ
り
」
を
主
催
し
て

い
る
北
播
磨
黒
田
官
兵
衛
生
誕
地

の
会
（
黒
田
庄
町
）、
黒
田
武
士
関
係

の
講
演
や
視
察
研
修
な
ど
を
し
て

い
る
播
磨
の
黒
田
武
士
顕
彰
会
（
姫

路
市
）に
所
属
し
て
い
ま
す
。 

      

十
一
月
例
会
に
替
わ
っ
て
、
茶
話

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
席
上
、

自
分
の
取
り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ
に

関
し
て
、
発
表
し
て
下
さ
る
方
が
お

ら
れ
、
荻
野
雄
一
郎
会
員
か
ら
は
、

江
戸
時
代
に
加
古
川
水
運
を
開
削
・

運
営
し
た
滝
野
の
大
庄
屋
阿
江
家

は
自
分
の
祖
先
で
、
小
野
好
古
舘
等

に
五
百
点
以
上
の
古
文
書
が
あ
る
、

研
究
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
一

緒
に
調
べ
ま
せ
ん
か
、
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。 

岸
孝
明
か
ら
、
養
父
市
八
鹿
の
池

田
草
庵
が
開
い
た
青
渓
書
院
か
ら
は

明
治
期
に
活
躍
し
た
門
人
が
多
数

輩
出
し
て
い
る
。
氷
上
郡
の
各
村
か

ら
二
十
余
人
が
塾
生
と
し
て
名
を

連
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
地

域
の
発
展
に
尽
く
し
た
人
が
い
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
皆
で
手
分
け
し
て
、

ど
ん
な
人
で
ど
ん
な
事
を
し
た
の
か

を
共
同
研
究
し
て
み
て
は
ど
う
か
、

と
呼
び
掛
け
を
し
た
。 

 

ま
た
、
芝
本
満
会
員
か
ら
、
自
己

紹
介
記
事
に
あ
る
「
北
播
磨
黒
田
官

兵
衛
生
誕
地
の
会
」
の
話
し
が
あ
り
、

黒
田
庄
に
は
、
黒
田
氏
の
関
係
か
ら

か
隠
れ
切
支
丹
も
住
ん
だ
形
跡
が

あ
る
、な
ど
の
話
が
出
ま
し
た
。 

是
非
、
黒
田
庄
町
へ
調
査
に
行
き

た
い
と
会
員
3
名
が
芝
本
会
員
に

案
内
を
頼
み
、
先
日
、
黒
田
城
跡
・黒

田
官
兵
衛
の
家
系
図
の
古
文
書
を
見

分
す
る
た
め
、
文
書
所
有
者
の
荘
厳

寺
を
訪
れ
、
背
中
に
十
字
架
の
あ
る

お
地
蔵
さ
ん
等
も
探
査
し
ま
し
た
。 

 

会
員
間
で
「
自
主
研
究
グ
ル
ー

プ
」
が
で
き
て
会
の
活
動
が
活
発
化

す
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。 

 
 

文
責 

延
陽
伯
こ
と
岸
孝
明 

自

己

紹

介

(

口

上

)
 

      

編

集

後

記(

金

棒

引

き

)
 


